
ＣＶ２２オスプレイの嘉手納基地配備に対する意見書 

 
 米政府が米空軍嘉手納基地に２年後の２０１４年から１６年にかけて空軍仕様の垂直離着陸輸

送機ＣＶ２２オスプレイ、９機を配備する計画を昨年１２月までに日本政府に伝達していたことが

１月８日分かったとの報道がされた。同配備計画は、当事者である嘉手納町など関係自治体にも全

く通知されず、きわめて重大である。日夜、爆音など各種基地被害の増大にさいなまれている町民

のオスプレイ配備絶対反対の全町的な強い意思を踏みにじる許しがたい言語道断な差別的決定で

ある。心底から激しい怒りを禁じえない。                          
 日米両政府、米軍当局に満身からの強い憤りと抗議の意思を表明し、同配備計画の即時撤回を強

く要求するものである。 
 嘉手納町民は、普天間基地に配備された海兵隊仕様のМＶ２２オスプレイの強行配備や嘉手納基

地への強行飛来に強く反対し、オスプレイの即時撤去を求めてきた。МＶ２２オスプレイは、昨年

１０月配備後、日米合意事項さえことごとく破り、激しい爆音発生、人口密集地や学校上空通過、

夜間飛行など住民無視の訓練を繰り返し、町民や県民に墜落への不安、恐怖心を与えている。     

 空軍仕様のＣＶ２２オスプレイは、昨年６月、米フロリダ州で墜落事故を起こすなど事故多発機

で安全性にきわめて疑問を呈しており、重大な欠陥を持った航空機で嘉手納基地配備を絶対容認す

ることは出来ない。とりわけ、ＣＶ２２オスプレイは、米空軍第３５３特殊作戦群への配備となり、

低空飛行訓練など危険性の高い訓練や演習が激化する可能性が考えられ、墜落への恐怖、不安を一

層増大させ、町民の生活環境破壊につながるものとなる。                     

 今回のＣＶ２２オスプレイの嘉手納基地への配備計画は、これまでの米軍再編に伴う日米合意の

「負担軽減」が全くの嘘であり、嘉手納基地の一層の機能強化、増強でしかないことを明確に示す

ものである。これ以上の嘉手納基地の機能強化は断固拒否する。もし、ＣＶ２２オスプレイが強行

配備される事態になれば、本町議会は、断固とした配備阻止の姿勢を示す決意を表明するものであ

る。                   
 よって、嘉手納町議会は、ＣＶ２２オスプレイの嘉手納基地への配備に断固反対し、町民の命と

暮らし、安全、平穏な生活環境を守る立場から、人間の尊厳の名のもとに、同配備計画の即時撤回

を強く求めるものである。                           

 
記 

 
 
１ ＣＶ２２オスプレイの嘉手納基地への配備計画を撤回し、オスプレイ配備を中止す

ること。 

 
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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ＣＶ２２オスプレイの嘉手納基地配備に対する抗議決議 

 
 米政府が米空軍嘉手納基地に２年後の２０１４年から１６年にかけて空軍仕様の垂直離着陸輸

送機ＣＶ２２オスプレイ、９機を配備する計画を昨年１２月までに日本政府に伝達していたことが

１月８日分かったとの報道がされた。同配備計画は、当事者である嘉手納町など関係自治体にも全

く通知されず、きわめて重大である。日夜、爆音など各種基地被害の増大にさいなまれている町民

のオスプレイ配備絶対反対の全町的な強い意思を踏みにじる許しがたい言語道断な差別的決定で

ある。心底から激しい怒りを禁じえない。                          
 日米両政府、米軍当局に満身からの強い憤りと抗議の意思を表明し、同配備計画の即時撤回を強

く要求するものである。 
 嘉手納町民は、普天間基地に配備された海兵隊仕様のМＶ２２オスプレイの強行配備や嘉手納基

地への強行飛来に強く反対し、オスプレイの即時撤去を求めてきた。МＶ２２オスプレイは、昨年

１０月配備後、日米合意事項さえことごとく破り、激しい爆音発生、人口密集地や学校上空通過、

夜間飛行など住民無視の訓練を繰り返し、町民や県民に墜落への不安、恐怖心を与えている。     

 空軍仕様のＣＶ２２オスプレイは、昨年６月、米フロリダ州で墜落事故を起こすなど事故多発機

で安全性にきわめて疑問を呈しており、重大な欠陥を持った航空機で嘉手納基地配備を絶対容認す

ることは出来ない。とりわけ、ＣＶ２２オスプレイは、米空軍第３５３特殊作戦群への配備となり、

低空飛行訓練など危険性の高い訓練や演習が激化する可能性が考えられ、墜落への恐怖、不安を一

層増大させ、町民の生活環境破壊につながるものとなる。                     

 今回のＣＶ２２オスプレイの嘉手納基地への配備計画は、これまでの米軍再編に伴う日米合意の

「負担軽減」が全くの嘘であり、嘉手納基地の一層の機能強化、増強でしかないことを明確に示す

ものである。これ以上の嘉手納基地の機能強化は断固拒否する。もし、ＣＶ２２オスプレイが強行

配備される事態になれば、本町議会は、断固とした配備阻止の姿勢を示す決意を表明するものであ

る。                   
 よって、嘉手納町議会は、ＣＶ２２オスプレイの嘉手納基地への配備に断固反対し、町民の命と

暮らし、安全、平穏な生活環境を守る立場から、人間の尊厳の名のもとに、同配備計画の即時撤回

を強く求めるものである。                           

 
記 

 
 
１ ＣＶ２２オスプレイの嘉手納基地への配備計画を撤回し、オスプレイ配備を中止す

ること。 

 
以上、決議する 
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